
新生児医療連絡会 2023 年第 2 回役員会 議事録 
 

日 時：2023 年 7 月 10 日(土)8:00～9:00 
会 場：名古屋金山ホテル 2F 会議室 C+D+E 

［議題に上がる氏名はすべて敬称略］ 
Ⅰ．報告事項 
１．会員状況（2023年7月10日現在）（杉浦 弘） 
１）会員数   494名  （前回役員会以降の入会申請 2名、退会者 3名） 
２）NICU代表 260施設 
・上記の内容を確認した。 

 
２．執行部交代の報告・承認と新執行部からの挨拶（徳久琢也） 
１）交代報告  2023年4月19日、通信総会で2022年会計報告を行うとともに 

執行部交代について上申 
２）ご挨拶   承認を得て、5月31日に挨拶文を配信 
・上記の内容を確認した。 

 
３．重症新生児に該当するケースについてのアンケート（福原里恵） 
１）主 体  小児科、周産期・新生児、新生児成育の3学会社会保険委員会 
２）発 出  2023年6月19日(月)～6月30日(金) 
３）対 象  NICU代表 262施設 
・重症新生児対応加算要望に向けての予備調査 134施設からの回答を得た。 
・News Letterもしくはホームページで結果発表を予定している。 

 
４．追悼News Letterの進捗（福原里恵） 
１）進 捗  19名中16名脱稿 
２）予 定  7月末を目途に校了～発行～発送を目指す 
・家族が企画している追悼集とは別の目的で制作中である。 

 
５．今後の予定、その他（杉浦 弘） 
１）役員会の開始時間 
・学術集会とは別の近隣会議室で開催する場合もあり、外部施設の場合は時間帯の制

約も生じる。開始時間について、7:30～または8:00～ 
・学術集会の開始時刻に合わせてフレキシブルに対応する。 
・リマインダーメールの件名に「8:00開始」といれてわかりやすくする。 

２）総会 



・第66回日本新生児成育医学会・学術集会2日目の2023年11月3日(金)18:00より開催。 
・総会講演に子ども家庭庁より講師を招聘予定。 
・講演をしていただくとともに、NICUの質、NICUから連続性のある政策の必要性を

伝えていただく。 
・厚生労働省より多くの事業が子ども家庭庁に事業が委託されたが、厚生労働省とも、

継続的な関係性の構築が必要との認識を確認した。 
 
Ⅱ．協議事項 
１．新入会（2023/04/16～7/10）（杉浦 弘） 
（申請日） 

23/04/16  平田 理智 （横浜市立大学附属市民総合医療センター） 
23/06/20  須藤 陽介 （山形大学医学部附属病院 小児科） 
・上記の入会を承認した。 

 
２．幹事・都道府県代表の交代（杉浦 弘） 
１）幹事：甲信越 
・内藤 敦（山梨県立中央病院）  退任 
・廣間武彦（長野県立こども病院）⇒小田 新（長野県立こども病院） 

２）都道府県代表：長野県 
・廣間武彦（長野県立こども病院）⇒小田 新（長野県立こども病院） 
・上記の交代を承認した。 

 
３．慶弔に関する内規案（杉浦 弘） 

・前回の役員会で挙がった意見に基づき修正案を作成した。 
・修正案を承認した。 

 
４．NICU マニュアルの改訂（徳久琢也） 
１）第 5 版 2014 年 7 月、金原出版 

新版のニーズあり 
前改訂までの情報 
 発行部数を照会する。 
 第 4 版はマイナーチェンジのみであった。 
 第 5 版は大幅改訂で編集作業は 2 年間とする。 
 編集責任者を決定後、4～5 名くらいで作業を分担する。 
改訂に向けて 
 編集責任者：細野茂春 
 対象：医師、助産師、看護師など多職種を意識する。 



 改訂ワーキンググループ結成なども検討する。 
 
５．その他 
１）新生児医療連絡会の名簿を用いたアンケート等の申請方法について 

 内外を問わず、申請窓口は執行部に一元化する（個人で発出しない）。 
 既存の申請書式（依頼者、目的、方法、期限、公表対象、公表方法、期間など）

の利用を検討する。 
 Form を利用するなどして、メーリングリストで個々の回答を返信しない方式。 

 
２）厚生労働省への出向推薦 

 新生児科医が現場感覚を伝えて政策にかかわる必要がある。 
 追加された新生児科枠が減枠されないよう、継続して出向者を輩出すべき。 
 出向経験者が業務内容をまとめて文書化する。 
 文書を NICU 施設代表メーリングリストで情報共有する。 
 推薦者を執行部に連絡→関係者に連絡する。 

 
３）働き方改革 

 新生児領域でのアンケート WG 担当が決定した。 
 
 


